











































































































































































































































表1 レポート内容から見えた学生の気づき (総数 78名)
(複数回答 単位 : 名)
各役割を演じることで気づいた4つの共通項目 インスリン自己注射 自己血糖測定患者役 看護師役 観察者役 患者役 看護師役 観察者役
緒濃方法 63 70 57 62 62 65
詳しく説明する必要性分かりやすく説明する必要性患者の様子 .理解度を確認する必要性説明を行なうべき内容についてに合わせて指導する必要性看護師と患者の関係性
18 8 ll 14 5 12
看護師の態度が患者の安心感の度合いに影響する患者は看護師に遠慮してしまうと は対等な関係でなくなりがちにな看護師像
5 31 14 5 33 10
知識を習得する必要性説明技術を学ぶ体験しておくことの必要性
手技 15 1 3 ll 2 6
手技において困難となりやすい点の注意点対する疑問
各役割を演じることで気づく特徴的な項目 インスリン自己注射 自己血糖測定

















































































2 オートランセットⅡのダイアルを ｢3｣に設定し 8
採血針をセットする






















































































































































































氏名 :浜崎 あゆ子 (仮名)
病名 :Ⅰ型糖尿病








入院時データ :BS 30-416叩/de､HbAIC ll.4%､
TP 6.5g/de,Alb 3.9叩/de､Hb 13.8g/de.
WBC 4800/mniL plt 23.1万個/mn工 BUN 13
叩/de､Cre 0.37n唱/de､Na 138mEq/I､K
4.3mEq/I
現在の状態
食事療法は1800kcalの糖尿病食を毎日残さず摂取
している｡ 入院前は常に何か食べているぐらい間食
していたが､入院してから一切しないように心がけ
ている｡
運動療法は､毎日､食後30分病棟の周囲を歩いて
いる｡
薬物療法は入院初日からインスリン注射開始した｡
血糖値をみながらインスリン量を調節 していたが､
なかなか血糖値が低下せず200喝/deを超えることも
あった｡このようにインスリンの使用量が増量され
ていく状況を浜崎さんは不安に感じていた｡
現在､インスリン製剤のノボラピッド朝食前に22単
位､昼食前15単位､夕食前12単位､ペンフィルNを
就寝前に6単位､計4回看護師によって施注され､
血糖も200n唱/de以内に安定してきた｡自己血糖測定
も看護師によって実施されている｡
血糖コントロールが可能になり､ 1週間後退院が
決まったため､自己血糖測定やインスリン注射を自
分で実施する方法を習得する必要がある｡
退院後の仕事について ｢決まった時間に食事がとれ
る仕事を探したほうがいいのかな?｣ ｢仕事したら､
インスリンうつ場所どうしようかな｣ ｢昼はインス
リン注射をうちに帰れるように近 くで仕事さがした
ほうがよいかな?｣など悩んでいる｡
